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１．2020年6月に新病院がグランドオープン。
２．急性期医療を担う病院として、救急医療に積極的に取り組んでいる。

（循環器内科・呼吸器内科・消化器内科疾患等の救急処置、外科系疾患の
緊急手術等）

３．開院以来、じん肺患者の診療や健診業務を行い実績をあげてきた。また、ア
スベスト疾患ブロックセンターとして、アスベストの関する健康相談、健康
診断、アスベスト関連疾患の診断、診療を行っている。

４．地域の医療資源との連携を通して、たえず病院機能を高めている。
５．地域の急性期病院として、救急外来・専門外来・紹介外来を充実させている。
６．働く人々の暮らしと健康を守り、予防医療を実践している。

　研修医の将来の進路に合わせて研修科の選択ができるようにプログラム

に柔軟性が持たせてあり、研修医は研修委員会と協議して個人別の研修計
画の作成をすることができる。
　研修1年目は内科系24週以上（呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、糖
尿病内分泌・腎臓内科各4週以上）、救急12週（うち4週を先にブロック研修と
し、残りの8週は並行研修とすることができる。【例：2年間通して週1回救急当
番】）外科、小児科、麻酔科研修を各4週以上ずつ行う。
　2年目は地域医療4週（診療所研修4週又はへき地・離島研修4週を選択）、
精神科、産婦人科をそれぞれ4週とする【外部研修】。残り40週は研修医の希
望により選択できる。
　また、名古屋市立大学病院および愛知医科大学病院での専門診療科の研
修も選択できる。（ただし、自由選択での外部研修は最長8週とする）

　当院は、内科領域、外科領域、総合診療科、小児科、泌尿器科、整形外科、
病理領域で多くの基幹病院の連携施設として研修を行っている。
　中規模病院ながら、様々な症例や数多くの手技により豊富な経験を積むこ
とができ、各領域の指導医が親身になって丁寧に指導し、専攻医の皆さんが
専門医取得まで、人的及び物的に支援する。
　内科領域の場合を例に取ると、各人の希望に併せてローテート研修を行い、
外来では週に一枠一般内科を担当し、当直は月に4～5回担当する。その際も、
上級医の指導が適確に受けることができる体制がある。また、毎朝、救急患者
のカンファレンス等も行われている。（2023年度専攻医実績見込5.5人）

メッセージ★ 病院の特徴

★ 研修の特徴

★ 専門研修／後期研修

　当院は昭和11年に設立され、現在30診療科、633床を有する総合病院で、

地域がん診療拠点病院、地域中核災害拠点病院、地域医療支援病院、救命救

急センターの指定を受けた、尾張東部医療圏の急性期医療を担う公立の基

幹病院です。

　又、当院は地域の皆さんに、信頼される医療の提供を目指しています。「い

のち」「こころ」「つなぐ」を行動指針とし、「地域の患者さんを支える病院」「患者

さん主体の医療」「各科で連携したサポート体制」を目指し、先進医療を取り入

れ、地域に寄り添い支え続けています。

　当院は、昭和57年に臨床研修病院の指定を受けて以来500名あまりもの

研修修了者を輩出してきた総合病院です。

　当院の研修は①早期に手技が身につく「屋根瓦方式と陶生魂」②アカデ

ミックマインドを持った医師の養成「アカデミックサポートが強い」③他職種・

他業種とのチーム医療「One　team対応」の３つの特徴があります。

　救急外来では年間約27,000人の患者、 8,000台以上の救急車を受け入

れており、急性期診療を十分経験することが可能です。

　また、365日運営の院内保育、アクセス良好の研修医宿舎等の働きやすい

環境も整っています。

　内科・外科・小児科で基幹プログラム、その他は大学病院の連携プログラム

として選択が可能であり、初期研修終了後はそのまま専門研修を行うことが

でき、実務的な研修ができます。

★ 病院の特徴

★ 研修の特徴

★ 専門研修／後期研修
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募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度4人（たすき掛け1名含む）

2023年度4人（たすき掛け1名含む）

給与／月額 1年次　380,000円　・　2年次　440,000円
（調整手当、時間外手当、宿日直手当別途あり）

当直回数／月 4～5回
当 直 料／回 21,000円

そ の 他

応募連絡先
担 当 者 総務課　藤沢 法彦
電 話 番 号 0561-54-3131
E メ ー ル syomu@asahih.johas.go.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

宇佐美　郁治

〒488-8585
愛知県尾張旭市平子町北61番地

地下鉄東山線「藤が丘駅」から病院バスで約20分
名鉄瀬戸線「印場駅」から病院バスで約5分
JR中央本線「神領駅」から病院バスで約15分

指導医　（糖尿病・内分泌内科部長　小川 浩平）

独立行政法人労働者健康安全機構 旭ろうさい病院

研修医　（初期臨床研修医　武本 祥太朗）

　旭労災病院は尾張旭市にあり、名鉄瀬戸線印場駅から北に2kmで

す。250床と中小規模であり、診療科間・職種間の垣根が低く、いわゆ

る小回りが利く病院です。研修医が救急外来でファーストタッチした患

者を、診断・治療（手術）・退院まで継続して関わることができます。研修

医の定員は4年度は３で、すぐに全員の顔名前が全職員に知られるの

で放っておかれることはありません。各診療科では、研修に熱意を持つ

指導医が研修医たちに多彩な症例を割り当て、実践およびカンファレ

ンスにより指導しています。病院見学は随時可能ですのでぜひお問い

合わせください。私たちは君たちを待っています、一緒に良い医療を学

び、実践しましょう。

　皆さんはじめまして、旭ろうさい病院で初期研修医をしています、武

本祥太朗と申します。

　皆さんはどんなドクターになってどんな生活を送りたいと思っていま

すか?まだイメージのついていない方も多いのではないでしょうか。

　旭ろうさい病院では職員全体で研修医を見守っていてくださり、自

分で考え、行動することをサポートしてもらえます。規模が大きくない

分、症例や手技はのびのびと経験でき、指導も丁寧にしてもらえます。

皆さんの貴重な研修生活はこの病院の患者さんやスタッフとの関りを

通じて、今後どういったドクターになりたいのか、働きながら考える期

間にしてはいかがでしょうか。勤務以外についてのメリットと言えば、栄

まで名鉄で20分、乗り換えなしで行けるため、名古屋市の中心部に不

便なくアクセスすることができます。

募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度　１5人　・　2023年度　１５人

給与／月額 1年次　428,400円　・　２年次　526,200円
諸手当含む（給与改定により変動有り）

当直回数／月 約5回　宿直明けは休み
当 直 料／回 時間外勤務計算

そ の 他 学会参加費支給有り（規定による）

応募連絡先
担 当 者 研修管理室
電 話 番 号 0561-82-5101　内線4420
E メ ー ル kenshu@tosei.or.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

味岡　正純

〒489-8642
愛知県瀬戸市西追分町160番地

名鉄瀬戸線｢新瀬戸駅｣下車、東へ徒歩５分。
名鉄瀬戸線｢瀬戸市役所前駅｣下車、西へ徒歩3分。
愛知環状鉄道「瀬戸市駅」下車、東へ徒歩５分。

公立陶生病院

指導医　（プログラム責任者　中島 義仁）

初期研修医　（青木 聡大）

初期研修医　（近藤 祥大朗）

　初期研修の２年間は、医師としての基盤を築く重
要な時期です。当院では、ひとつ上がひとつ下を指導
する、いわゆる「屋根瓦方式」を実践しています。全科
にわたる十分な症例を、熱心な上級医・指導医のも
と、救急診療・感染対策・医療安全・緩和ケアなどチー
ム医療の切り口で経験できます。基本から専門まで
早い段階から実戦で手技を経験させてもらえます。
後輩を育てたいという雰囲気が長い研修制度の変
遷の中で脈々と引き継がれています。救急外来や各
診療科で貴重な症例に遭遇した時には学会発表へ
つなげるように指導しており、研修医のうちからレベ
ルが高い発表力が身につきます。臨床のトレーニングも十分に出来て、臨床
研究や学会発表等のアカデミックサポートが充実している病院であるため、
日常臨床で遭遇する疑問点・問題点に対する自己解決能力を身につけるこ
とが出来ます。是非一度当院にお越しになり、充実した研修制度とイキイキ
と活躍する研修医たちを見に来てください。

　私が陶生病院を初期研修に選んだのは、学生時
代に陶生病院の先生方が熱意を持って指導してくだ
さったことがきっかけでした。研修して1年が経過し
ましたが、各ローテ科で志望科や興味を持ったことに
合わせて学ぶことができて日々充実した研修生活が
過ごせたと思います。救急外来や病棟ではルート確
保のみならずさまざまな手技も経験することができま
した。はじめは慣れない手技も先輩方や同期が練習
や相談につきあってくださり不安なく習得できたと感じています。是非当院
研修の雰囲気を見に病院見学にお越しください。研修医一同お待ちしてお
ります。

　皆さんこんにちは！研修医１年目の近藤祥大朗です。
　私がこの病院を選んだ理由として、病院の先生方
の優しく熱意のある雰囲気があげられます。見学の
際にはお忙しい中、色々熱心にご指導していただい
た上級医の先生方、緊張している中、暖かい言葉を
かけてくださった研修医の先輩方をみて、そういった
環境の中で是非働いてみたいと思ったのがきっかけ
です。今は研修が始まって、まだまだ日が浅く、右も
左もわからない中で日々を過ごしておりますが、同期にもめぐまれ充実した
研修を送ることができています。
　もし少しでも陶生病院に興味をもっていただけたら、是非見学に来てみ
て下さい！会えることを楽しみにしています！
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